景観計画区域内行為事前協議書チェックシート　　【建築物・工作物用】
■事前協議提出書類一覧
	No.
	書　類　名
	チェック欄
	備考

	1
	チェックシート（建築物・工作物用）
	
	

	2
	景観計画区域内行為事前協議書（様式第1号）
	
	

	3
	建築物または工作物の概要（別紙１または２）
	
	

	4
	位置図（2,500分の1以上）
	
	

	5
	配置図（100分の1以上）
	
	

	6
	平面図（100分の1以上）
	
	

	7
	立面図（100分の1以上）
	
	

	8
	現況写真・撮影位置図
	
	


■景観形成基準への配慮（評価欄：◎十分配慮した　○配慮した　－該当なし）　
	事 項
	基 準
	評価欄
	配慮した点

	位 置
	・道路境界線及び隣地境界線からは、できるだけ後退すること
	
	

	
	・周辺及び敷地内の建築物との調和に配慮した配置とすること
	
	

	
	・既存の樹木がある場合には、これをできるだけ修景に活かすように配慮すること
	
	

	外観
	形態意匠
	・周辺に与える威圧感、圧迫感及び突出感の軽減に努めるなど、周辺の景観との調和に配慮すること
	
	

	
	
	・壁面等の意匠のつりあいに配慮し、全体としてまとまりある意匠とすること
	
	

	
	
	・外壁または屋外に設ける設備は、露出しないようにし、建築物等の本体及び周辺の景観との調和に配慮すること
	
	

	
	
	・屋外階段、ベランダ等建築物等の本体と一体をなすものを設ける場合には、建築物等の本体との調和に配慮すること
	
	

	
	
	・外壁や設備等の汚染、退色や腐食等については、定期的に補修し、美観の維持、向上に努めること
	
	


	事 項
	基 準

	外観
	色彩
	・外観の色彩の制限は、次のとおりとする。ただし、次のア～イのいずれかに該当する場合は、この限りでない。

色相

明度

彩度

R(赤)・
YR(黄赤)

８超

３以下

８以下

６以下

Y(黄)

８超

３以下

８以下

４以下

上記以外の色相

８超

１以下

８以下

２以下

※表中の「使用する色相」「明度」「彩度」の基準は、JIS Z8721に定めるマンセル値による。
	ア．建築物の屋根にあって、次のａ～ｂの色彩

ａ．和瓦や銅板などによるものの色彩

ｂ．地域の特徴的な色彩で市長が認めるもの

イ．建築物の外壁もしくは工作物の外観にあって、次のａ～ｃの色彩

ａ．着色していない木材、土塀、ガラス、レンガなどの材料によって仕上げられる部分の色彩

ｂ．地域の特徴的な色彩で市長が認めるもの

ｃ．外観のアクセント色として着色される部分の合計面積が、建築物もしくは工作物の外観の面積の10分の１未満の場合

	
	
	評価欄
	配慮した点

	
	
	
	

	事 項
	基 準
	評価欄
	配慮した点

	外観
	材料
	・周辺との調和に配慮した材料を使用すること
	
	

	
	
	・地域の材料や天然の材料をできるだけ活用すること
	
	

	
	
	・耐久性及び耐候性に優れた材料の使用に努めること
	
	

	緑 化
	・敷地内においては、緑化に努めること
	
	

	
	・地域の特性にあった樹木の植栽に努めること
	
	

	
	・大規模建築物等が周辺に与える威圧感、圧迫感及び突出感を和らげるように樹木の高さ及びその配置に配慮すること
	
	

	高 さ
	・優れた景観を有する山岳等の近傍にあっては、これらの稜線を乱さないように位置及び高さについて配慮すること
	
	

	その他
	・神社、寺院、遺跡等の歴史的資産の近傍にあっては、これらに違和感を与えることのないように位置、形態意匠、色彩及び材料について配慮すること
	
	

	
	・優れた景観を有する山岳等または貴重な歴史的建造物の近傍にあっては、勾配のある屋根を設けるように配慮すること
	
	

	
	・都市施設の集積する商業地域において、道路境界線から後退することにより生じた空地は、道路と一体となった開放的な空地とするように努めること
	
	


